
中性化によるアルカリ含有量に依存したセメント系材料の
細孔構造・靱性の変化性状とその速度場の温度ならびに

相対湿度依存性に関する研究
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細孔構造が同一で細孔構造が同一でRR22OO濃度のみが違う供試体濃度のみが違う供試体
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・普通ポルトランドセメント（密度：3.16g/cm3，比表面積:3290cm2/g ，アルカリ量：0.51%）

実験に使用した供試体実験に使用した供試体
・セメントペースト角柱供試体（4×4×16cm）

・水酸化ナトリウム
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00，，22，，44％％ののNaOHNaOH水溶液に浸漬水溶液に浸漬

※ 吸脱着試験は10，20，30，40，50℃について実施
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長さ変化の測定
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乾燥収縮測定試験

相対湿度を段階的に上昇または下降

40%から20%ずつ上昇させ，最終的に95%に到達

95%から20%ずつ減少させ，最終的に40%に到達
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細孔径分布の温度依存性

温度 細孔量（mL/g）

10℃ 0.3579

50℃ 0.3912

粗大な径の細孔が増加粗大な径の細孔が増加

緻密な径の細孔が減少緻密な径の細孔が減少

雰囲気温度50℃、10℃におけるW/C60％セメントペーストの細孔径分布

総細孔量が増加総細孔量が増加総細孔量が増加

温度が高い

温度が低い

細孔構造の粗大化

細孔構造の緻密化

長さ変化挙動大

長さ変化挙動小

温度が高い

温度が低い

細孔構造の粗大化

細孔構造の緻密化

長さ変化挙動大

長さ変化挙動小


